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序

小牛田町教育委員会

教張 佐々木 京 一

わが町の遺跡調査 については、昭和 15年に元東北大学教鰻,東信雄博士 らに

よって、縄文早期 に属する素山貝塚の発 i掘があげられなす。

そのあと、町史編さん上の資料 として、郷土の各所 に分布 している遺跡を調

査することの必要にせな られ、当該地である北浦字駒米地帯の 8世紀末集落遺

跡 も、調査の対象 として、昭和 41年 5月 に第一次発掘 を行いましたが、確証

を得 るに至 ♭衰せんでした。

今回この地帯が役場新庁舎敷地に選ばれ、建設 の運びとなったので、貴重な

遺跡の破壊をみぬうちにと、急きょ第二次調査を行いなした。

その結果多数の出土品が発見され、この遺跡は奈良末期 よう平安初期にかけ

ての蝦夷征伐の最盛期を中心 に営衰れた竪穴往居跡であることが、ほぼ確認す

ることができました。

こゝに調査 の結果が造となったので、町史編さん資料 との関連 とも考えあわ

せ、駒米遺跡第二次発掘調査報 告書 と して、発行 す ることに した もの であ

♭なす。

刻土資料あるいは、広 〈学術上の資料 として、御活用いた Hければ幸甚です。

この調査 に際 しては、小牛田農林高等学校辺見獅高先生か よび同校郷土研究班

の生徒諸君の御協力によるもので、その御努力、ご奉仕にたいし深甚 なる感謝

を申上げるものです。

昭和 48年 5月 1日
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1.本書は「駒米遺跡」の発掘調査にかかる報告書である。

2。 「駒米遺跡」を中心 とする地域は小牛田町役場庁合建設予定地 に指定され、

壊瀕寸 前の状態 にあったため、宮城県小牛田農林高等学校郷吐研究班が、昭

和 46年 5月 25日 よつ、 12日 間にわたって独 自に、第二次緊急発掘調査

を行 なった。

5。 出土品の整理は同高校郷土研究班並びに調査に参加 した国学院大学文学部

学生、辺見 端君らが担 当 した。預1量並びに測量図作製 、撮影等に も同君 を

煩 わ したo

4.本稿の執筆並びに編輯は宮城県小牛田農林高等学校の辺見斬高教諭に委蠣

した。

5。 本遺跡の発掘調査に際 し、東北学院大学教授力Π藤 孝氏並びに駒米在住の送

藤勝義氏御一家には大変か世話 になった。御好意に対 し衷心 よ♭謝意 を表す

るものである。

6.本書は宮城県小牛田町教育委員会の刊行するところである。

(尚 、本書には第一次調査時にかける出土資料をも網羅 した。 )

昭和 48年 5月 1日

宮城県小牛田町教育委員会事務局

例
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第 １ 図 　 駒 米 遺 跡 位 置 図

「 こ の 地 図 は 、 建 設 省 国 士 也 理 暁 長 の 承 認 を 得 て
、

（ Ｃ は 遺 跡 を 示 す 。 ）

同 院 発 行 の 五 万 分 の 一 地 形 図 を 梗 製 し た も の で あ る 。

（ 承 穂 呑 ■ ） 昭 だ 八 ． 第 一 一 一 ■ 号 」



駒米遺跡第二次発掘調査報告書

I 第 二次発掘調 査 の目的

本遺跡は小牛田町北浦字駒米にある奈良末期よう平安初期へかけての集落跡である。昭和

41年 5月、小牛田町史編纂資料収集の目的を以て本遺跡の発掘調査が行なわれ、鉢 。深鉢 。

甕・重 。塊・杯等の土師器、大甕・杯等の須恵器、 その他鉄鏃・鉄片等が発見された。当然竪穴住

居跡の発見が期待されたが、確認するなでには至らなかった。その後、宮扱県斎藤報恩農業館

講習生らによるトラクター耕作が進められ、現状の一部が地山に至るなで破壊・粥怒しされるに至っ

た。わ 後、豪雨に見舞われ、土砂の流次等があって、およいよ遺跡の一部が明瞭に確認され

るに至った。又この地一帝は小牛田町役場庁舎建設予定地に指定され、買収も進み、近く整地

作業が行なわれることになって硲た。もはや本遺跡の調査は焦眉の急を告げるものであった。

第 2図 駒米遺跡全景 (遺跡西方 よ夕望む )

宮城県小牛田農林高等学校郷土研究班では本遺跡の破壊・ 消滅を見るに忍びず、記録を作成す

るため直ちに糊 胃査を実施することにな った。この地域には未だ4～ 5基の住居跡が破壊を免

れ 残存しているもの と推定されるが、これらすべてに調査を及ぼすことは同班の事情から見て

不可能であった。この地域の西端に位置する一住居跡の発掘・調査にとどめなければならなか

った。従って今回の調査は第一次発掘誠査 にかける不備を補足するという目的を以て行なわれた。
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遺 跡 の位置 と現 状

本遺跡は東北本線ィJヽ牛田駅の西南方約 700メ ートルの地点に当り、 16ノ ートルの標高を

示す、やや高躁な地形を占めてぬる。この台地は江合・鳴瀬両川の中間に展開する水田中にあ

るが、水田との比高はかよそ6メ ー トルである。本遺跡の周辺を見渡すと1キ ロ内外の範囲内

には縄文早期末に属する素山貝塚 。新山前貝嫁をはじめ、彫堂純文前 。中期遺跡 。彫堂縄文中

期遺跡・ 塞山組文晩袋遺跡等がある。更に古墳時代に入っては京銭塚古墳・保土塚古墳等計

16基の古墳が群在している。更に土師器・須恵器を伴う奈良～平安期の遺跡としては峯山遺

跡をはじめ、山内遺跡・西原遺跡 。化粧坂遺物散布地 。狐山遺跡・ 月ヽ沼遺跡等が挙げられる。

又彫堂には「長館」をはじめとする中世の館跡群も残海 している。従って遺跡遺物の上から判

断すると、この周辺には縄文文化時代早期末よう人々が住みつき、その後も断絶することなく

中世になで及んでいることが知られる。

従来この地一帯は人家がなばらで、その殆どは畑地として耕作されていた。ところが近年に

至う、開発の波は、この地にも押し寄せ、駅にも近く、商店衡にも近い等の利点に着目して大

小の住宅群が各所に建設されるに至った。本遺跡に対する危機の到来が頻うに呼 ばれ たの も

極めて当然であった。更に最近に至り、前述の如く、これらの住居跡群の眠る地域一帯が小牛

田町役場庁舎建設予定地に指定され、すでに耕作も行なわれず、いよいよ、整地作業を待つば

か |つ となった。こうして遺跡は壊波寸前の状態に置かれるに至った。

Ⅲ 発 掘 調査 の経 過

調査は昭和46年 6月 25日 に開始することとした。前日、終業式は終う1生徒は実際上春

季休業を辺えるたけであるが、時恰も農繁の時期に差しかかり、班員達は家業の農耕にも着手

しなければならず、期待通夕の人員の確保は不可能であった。僅かに参力Πした2～ 5名の功員

と国学院響 生Ч名.人夫も名それに筆者が加わって進めることとした。

先ず遺跡一帯の測量、撮影を行なった後、後日発見された住居跡の北方約 6メ ートル付近に

巾 1・ 5メ ートル、長さ10メ ートルの Iト レンチを南北の方向に設定した。表土は意外に薄 く、

50～ 40セ ンチで地山に到達した。土師器片・須忘器片等が少畳発見されたが深耕のためか

層は著 しく捐乱されていた。 トレンチの北半部には径20セ ンチ位のピットが発見されたが、

果して柱穴か俄かに断定は出来なかった。この周辺には多数の小穴が見られたが、これは樹木

の根によるものであろう。南半部には東西の方向に50セ ンチ巾の畑の畝状の濤が数条、地山

に切う込なれていた。これらは何かの施設跡か、それとも深耕によるものか判庭は不可能であ
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った。

Iト レンチの随所から有孔円盤薇狩 5点が出土 した。本 トレンテの説蔭は第 2日 目の午后を以

て終了した。

Iト レンテの調査終了後、その南方約 6メ ー トル付近にIト レンチを設定す ることとした。

先ず南北の方向に巾 1.5メ ー トル、長さ6メ ー トル、東西の方向に巾 2メ ー トル、長さ 8.5メ

ー トルのトレンチを、ほ脂 T字型 に設定することとした。本 トレンテ付近の一部は、すでに昭

和 41年 5月 、発掘調査を終え、埋め戻 し後、最近まで畑地として耕作されて来たところであ

る。本 トレンチの西端部は表土が薄 く、僅かに20～ 50セ ンチに過ぎな仏が東部 。北部では

60～ 70セ ンチの厚 さを示すところもあった。表土 よう少量の土師器 。須忘器片 。木炭片等

が発見された。 5月 27日 (第 5日 日 )に至夕、いよいよ住居跡の一部及 びカマド跡が発見さ

れた。 この部分は後述するように往居跡の北睦に当っている。この トレンチを更に南へ拡大す

ると床面から叫 ・ 石釧模造品 。鉄製品破片 (釘 ?)各 1点等が発見された。又床面の南東

隅付近 においては 77セ ンチX95セ ンチのピット5も 現われるに至った。連 日、冷い西風が

吹き続けたが、作業には却 って好適であった。 5月 50日 に至 り、住居跡の輪郭が、ほぼ想陀

されるに至 った。 4月 1日 (調査第 8日 目 )は早朝から小雨に見舞われた。雨のとむのを待ち、

午后 4時頃 より発掘を開始、同 5時 40分終了 した。 4月 2日 (調査第 9日 目 )に至 り、柱穴

る箇を発見、い よいよ竪穴住居跡の全容が浮き彫うにされて来た。竪穴住居の南壁近 くの床面

から大型砥酒 1点 、更にそれ に接近 して長さ約 20セ ンテ、巾約 5セ ンチの磨耗甚 しい薄形砥

石 1点 、小形砥石2点、荒砥破片 1点等が発見された。又竪穴床面の南西部において土師器

(坑 ?)口 縁部破片 1点、ピット2に接近 して須恵器の鉢 。必少底部破片等が発見 された。

更に夕やみ迫 る頃、竪穴の壁外 (南側 )にかいて、56セ ンチ×70セ ンチ、深さ92セ ンチ

のピット(ピ ット10)が 発見された。本遺跡の発掘は事実上 4月 2日 を以て終了した。

この後、測量 。撮影等を5日 間にわたって行ない、 4月 5日 を以て調査の一切を終了 した。

Ⅳ 堅 穴式 住 居跡 の概 況

この住居跡は東辺 5.68メ ー トル、西辺 5.52メ ー トル、南辺 5.86メ ー トル、北辺 5.57

メー トルで、ほほ方形のプランを示 してい る。周濤の巾は南東隅ゝ北演隅、北西隅が広く、平

均 15～15セ ンテ位であるがその他の部分は狭 く、平均 8セ ンチ位である。又周濤は、そのと

ころどこ勃 端壊 していて、確認困難 な部分があった。又周濤の南西隅付近は焼上で埋没してい

たD周廷の高 さは、ところによって差があるが、東壁 は約 50センチで最 も高 く、西壁は僅か

15セ ンテに過ぎなか った。 これは東高西低の、この区域の地形をそのなな、反映 したもので
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第 5図 周濤の一部 (焼土で埋没してみた )

あろう。同壁のうち北西部の一部には積み土の跡が認められた。すなわち地山の上に暗裾色土

を盛り、更にその上に黄裾色土を載せている部分が確認された。衡北壁の西端部は耕作のため、

すでに原形を失っていた。

カマドは北産の中央部に位置しているが、一部は壁外に、はみ出している。粘土と小砂利に

よる粗末な構築でヽ全面赤色を呈している。床面は平坦に、しかも固く突き固められ、ほほ完

全に原形をとどめている。衛床面の中央部には東西の方向に長さ約 40セ ンチの浅い濤が確認

された。この部分には約 50セ ンチ四方にわたり強く火をかぶったあとが認められるが、勿論

炉助セすることは出来ないと

西壁の北寄うの部分には約45センテにわたって周壁・周濤を欠き、しかも強 く踏み固められ

た ような部分が残存している。これは出入口であろうか。

柱穴は下記の通 )5箇所に確認された。

ピット1(北西 )16セ ンチ× 45セ ンテ、深さ54セ ンテ

ピット2(#し東 )8.5セ ンチ×15セ ンテ、深さ27セ ンテ

むット5(南東)8セ ンチ×15センテ、深さ25センテ

ピット4(南西 )に相当する部分には現在柿の老木が生えているから、その下に埋没 してい

るものと思われる。柱穴は、すべて小さく浅いが、このィ!胡腰建居を支えるに膀 であったろう。

床面の南東隅には 77セ ンチ×95セ ンテ、深さ20セ ンチ (平均 )の ピット5がある。ピ
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% 長 径 径短 深 さ 考備

1 16 15 51 柱穴

2 45 8.5 27 柱穴

5 15 8 25 柱 穴

4 柱穴存在?c駆爺修透木あり)

5 95 77 20

6 18 7

7 10

8 29 22 12

9 18 15.5 15

10 70 56 92

120 115 25 梅樹の掘♭起 吹

第 1表 Pit計 測 表 単位釦

ットの南東端には突走郵があって、南濤と東溝を迷断するような形態をとっているが、これは

何を意図したものか不明である。このピットはカマドと相対する位置にあるから、炊事用の水

溜め穴と見るより、むしろ貯蔵穴と見られる。その他床面の諸所に 10箇以上の小ピットが見

られるが、これは樹木の根の跡であろう。

竪穴の南壁外には (壁との距離 4セ ンチ)56セ ンチ×70セ ンチのピット10がある。

92センチの深さを有し、穴の内側は直壁状をなしている。本竪穴関係ピット鞭 は最大の深

さを有し、遺物は蔵していない。呆して、どのよ少な機能を有していたか俄かに断定は下し難

い。向、嘉 船鉛鉄華教授、力醒こ教 は秋田県羽白目遺跡等の調査結果から、これらの穴は当

時峰をあげるために使用された櫓の柱穴で、これらに接近して更に幾つかの穴力場るげ である

と推定している。つなり峰遺跡であるというのである。これは傾聴すべき説であり、筆者も敬

意を表している。又竪穴の北西部にある出入口と想定される部分の外側にはピット8・ 9があ

るが、これらの機能については日下不明である。更に床面の北東隅には 1.15メ ートルX

l.20メ ートル、深さ25セ ンチの凹所があるが、これは昭和 41年、梅樹が撤去された際に

生じた掘夕起し穴である。

V出 品 (第一次調査分を含む )

1.土師器杯

口径11.5センチ、底径 75センチ、器高5セ ンチの完形品である。お黒で口縁部は内湾し、

底部には り出しがある。石英粒混 )の 不精良粘
.土
を使用 し、焼成も不良である。整形も

不完全で全体に多少の歪みがある。
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第 4図 土器出土状態 (梅樹の掘り起し穴まり発見された土師器・須恵器群 )

2.土 師 器 芥

口径 12セ ンチ、底径8セ ンチ、器厚 5.4セ ンテ。口縁部は内湾し、底部は幾分湾曲してい

る。内黒で内面には放射状に整形した痕跡が認められ、外面には毎の跡が廻 って仏る。饒成度

は普通であるが、整形はやや不充分である。全体 として厚みを感じさせる上器である。

5,土 師 器 芥

口径 15.5セ ンチ、底径 9センチ、器高 5.5セ ンチ、器厚は 7ミ リ位である。口縁部は内湾

し、底面は僅かに湾曲している。石英粒混りの不精良粘土を使用 し、焼成は不良である。内外

とも研磨されている。

4.土 師 器 外

国径 15セ ンテ、底径 ア8セ ンテ、器高4.5セ ンチで、口縁部はやや内湾し、器表面には段

のあとが認められる。底面は湾曲し、座りは悪く安定しない。使用粘土 。整形度・ 焼成度とも

不良で裾色を呈する。

5,土 師 器 外

国径 147セ ンチ、底径 10セ ンチ、器高 5.8セ ンチ、器厚 7ミ リの内黒の外であて。□縁

部は内湾し、内外両面とも研磨されている。底面はやや湾曲し、多少張夕出しがある。石英泣

混りの不精良粘土を使用し、焼成 も不良である。
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&土 師 器 芥

口径 15.6セ ンチ、底径 8.5セ ンチ、器高 5.5セ ンチの内黒の外である。手裡ねで、整形

度は悪く、歪みが感じられる。石英粒の混入した不精良粘土を使用し、焼成も不良である。

褐色を呈する。

え 土 師 器 杯

目径 15.8セ ンテ.底径 9センテ、器高 5。 9センチ、器厚 6ミ リ～8ミ リで、内外両面と

も研磨されている。内黒で底面はやや湾曲し、張り出しを持つ。競鑢痕は認められない。

石英粒混うの不精良粘上を使用し、焼成は不良である。

8.土 師 器 坑

口径 16.7センチ、底径 ア7セ ンチ、器高 8.5セ ンチで丸底を有し、内黒である。手握ね

てぃ表面には整形のための刷毛目が認められる。石英粒混うの不精 良粘土を使用し、焼成 も

不良である。橙色を呈する。

身 土 師 器 婉

口径 16.7セ ンテ、底径 7センテ、務高 5.1セ ンチ。内黒で口縁部はやや内湾している。

又手樫ねで、整形も不完全であり、全体に歪みが感じられる。石英粒混りの不精良粘土を使

用し、焼成度も不良である。裾庖を呈する。

10.土 師 器 坑

口径 10セ ンテ、底径 7センチ、器高 5セ ンテ。口縁部は内湾し、内黒である。内外両面

には箆にとる整形のあとが顕著に認められる。底面には放射状に整形したあとを残している。

砂粒混うの不良粘土を使用しているが、諸所に砂の移動したあとが認められる。

11.土 師 器 塊

口径 10セ ンチ、底径 6.5セ ンチ、器高6.5セ ンチの椀形上師器である。口縁部は内湾し、

内黒で犠境痕は認められない。内外両面とも研磨され、橙色を呈する。砂粒混うの不精良粘

土を使用し、焼成も不良である。

12.土 師 器 坑
口径Я8セ ンチ、底径 6セ ンチ、器高 5セ ンテ。口縁部は内湾し、内外両面には研磨痕が

認められる。口縁部付近の厚さは 6ミ リで内外両面とも黒色を呈している。砂粒混切の不精

良粘土を使用し、焼成も不良である。

45,上 師 器 坑

口径 15.4セ ンテ3底径 6.6センチ、器高 44セ ンチの椀形土器である。口縁部は内湾 し、

糸底を有する。戟鑢痕はなく、内外両面とも研磨され、底面中央部には指痕がある。砂粒混

夕の粘土を使用し、焼成も不良である。
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14.土 師器 坑破片

口縁部破片であるため詳細は不明であるが、内湾口縁を有し、丸底と推定される。器厚は

0.5センチ、機輔痕は認められなら。石英粒混じうの不良粘土を使用しているが、燒成は良

好である。紅色を呈する。 (実測図の計浪1は推定による。 )

15.高杯の脚破片及び杯破片

いずれも内黒様式で、崚鑢痕は認められない。精良粘土を使用し、焼成も良好であるが、

破片であるため詳細は不明である。

16.須 恵 器 外

国径 15セ ンチ、底径 8セ ンチ、器高 5.8セ ンチの糸切底を有する外である。内外向向に

は機輯痕が認められる。石英泣混りの不良粘土を使用し、焼成も不良てみる。

1ア 須 恵 器 外

国径 14.4セ ンチ、底径 10センチ、器高 5.8セ ンチ、器厚 (胴部 )7ミ リで、直立口縁を

有する。胴部は膨らみを持っているが、底部へ行 くに従 って逓滅する。内部には同心円状

の機転痕が認められ、底部には枠のようなもので横位に擦 ったあとがある。又内外両面には

多 くの腐蝕痕力認 められる。多量の砂粒を含む粘土が使用され、焼成も不良である。

18.須 恵 器 外

国径 15.る センチ、底径 10セ ンテ、器高 4セ ンチ。口縁部は外反 し、胴部エタ底部へか

け削いだあとが認められる。底部には磯輔回転のあとがあり、又胴部には自然釉湧出のあと

を残している。粘上には砂泣を含んでいるが、焼成は堅緻である。

lα  須 恵 器 杯破片

口径 15.4セ ンチ、底径 3.1セ ンチ、器高 5.9セ ンチで器の外面には段がある。使用粘と、

焼成度とも良好であるが、器食体に多少の歪みが感じられる。

20.須 恵器芥破片

口径 15.6セ ンチ、底径 8.5センチ、器高 4セ ンチで、器の外面には段が認められる。使

用粘土 。焼成度 。整形度とも、本遺跡出土土器群中では良好の方である。

21.須 恵器杯破片

口径 η4.4センチ、底径 身5セ ンチ、器高 5.6センチで、器の外面には段力認 められる。

焼成度は、やや劣るが、使用粘土・ 整形度とも前者同様良辱である。

22.須 恵器鉢破片

口縁部は外反し、全面に競輔痕が認められる。底径 3.8セ ンチ、器高 5セ ンチ、器厚 0.4

センチ、口径は14センテ位 と推定される。砂粒混うの不良粘土が使用され、焼成も不良で
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ある。

5。 土 師 器 鉢

口径175セ ンチ、底部の久損部分の径9セ ンテ、器高 16.5セ ンテ、器厚は約7ミ リで、

外反日縁を有する。口縁部にはる段の輪積みの痕跡をとどめている。頸部には 1条の沈線を

続 らし、肩部から底都へかけては箆執工具による整形のうとが見られる。内面には無数の斑

点と付着物が見られるが、これらは炭イヒ物ではなく、かびであろう。葱億 に底面を打ち抜 き、

甑として使用したものと思われる。土器番号 24の壷の上に重なったななの状態で発見され

た。

24.土 師 器 壷

口径 10.8セ ンテ、底径元7セ ンチ、月購 [の最大巾は 15センチで、外反口縁を有する。

日縁部の高さは2セ ンテで、 2段の輪積みの痕跡が認められる。器表面全体には毎状工具に

よる縦位の捺痕が見 られる。底部は紛 張)出 し、犠輯疾 は認められない。砂粒混 りの粘土を

使用し、焼成 も不良である。

25.土 師 器 鉢

口径 15,6セ ンチ、底径 7セ ンテ、器高は 15.2セ ンチで、器厚は底部において 7ミ リ、

胴部において 6ミ リ、頸部にかいては約 7ミ リである。口縁部は外反 し、頸部には横位の擦

痕が認められる。又肩部から底部に至るなで箆状工具による整形の磨痕が醗め られる。内面

にも整形のあとが僅かに残 っている。石英粒混りの不精 良粘土を倒昭し、焼成も不良で、と

ころどころに再酸化の跡を残している。

26.長 胴深鉢破片 (土師器 )

胴の片面及び底部を欠損 している。現在にかける高さは約25セ ンチで、口縁部は外反 し、

表面には刷毛による整形のあとがある。内面には輪積みのあ とが顕著に認められる。器厚は

4.5ミ リ位、使用粘土は、やや良好であるが、焼成度は不良である。橙色を呈する。 (実測

図の計測は推定 による。 )

2ア 土 師 器 深 鉢

口径 158セ ンチ、底径 8.7セ ンチ、器高 18.2セ ンチ、器厚 6ミ リ位の深鉢である。 日

縁部は外反 し、頸部には一条の濤を囲続している。外面には箆状ェ具による物 跡を残してい

る。又底部には多少の張 ♭出しがあり、底面には木業文を印している。砂粒混りの粘土を使

用 し、焼成は良好で堅緻 である。

28.蓋

径 判5.4セ ンテ、蓋のかえしは 7ミ リで、蓋の内外両面には機転回転送 上にかける同心円



′状の砂の擦痕が認められる。つまみは径 2.6センテ、高 さは 1セ ンチで雲珠状 をなして膝

ない。砂粒混 )の粘土を使用 し、焼成度は不良である。

2Я 土 師 器 壷

口径 14セ ンテ、胴部径 19セ ンチ、底径 9セ ンチ、器高は21.5セ ンチで、表面には整

形のための刷毛使用の跡が認められる。内面には付着物の変化 によると見られる無鉄の斑点

がある。整形度はやや良好であるが、使用粘土、焼成度 とも不良である。器厚は 7ミ リで裾

色を呈する。

50 甑

口径24.4セ ンチ、底径 10センテ、器高 1身 5センチ、器厚は約 8ヾ りで口縁部は外反す

る。内黒で、頸部には段が認められる。又胴部よう底部ヽかけ箆状工具による縦位の擦痕が

一面に付 されている。底部には幾分張 り出しがあり、底面には木棄文 を印して必る。砂粒混

うの不精良粘土 を使用し、焼成は不良である。

51.土 師器鉢胴部破片

胴部径 145セ ンチ、底径 8セ ンチ、現在になける高 さ12.5セ ンチ、器厚は約 6.5ミ リ

で、内面には刷毛目がある。又付着物の変化 rCょ ると見 られる無数の斑点がぁる。使用粘土

。焼成度 。整形度とも不良である。裾色を呈する。

2.土師器底部破片

底径 Я5センテ、器厚 0.9セ ンチの土師器底部破片である。底部には張り出しがあり、底

面には木葉文を印している。又内俣1には鮮明な粗痕がある。手捏ねで、器形は鉢であろう。

5.須恵器甕破片

胴部以下は久損して仏る。口径21.5セ ンナ、日頸部径 15.5セ ンチ、肩部巾約 50セン

チで、やや肩下がつの傾向を示す。現在にかける高さは約20セ ンテで器厚は 7ミ リである。

日縁部は外反し、横位の擦痕が認められる。又肩部よう胴部にかけて一面に斜めの敲き出し

文が付され、内面には指痕が認められる。口縁部には自然釉の噴出した跡があり、又口頸部

の内側にはヨウロギの圧痕も認められる。砂粒混夕の粘土を使用し、焼成度は普通である。

貯蔵 。運搬用具であろう。

54.石 9‖ 模 造 品

径 5.5センテ、内径 1。 9セ ンチ、厚さ5ヾ りの表裏面とも研磨されたスレー ト製の輪であ

る。表面半分には右から左の方向へ走る擦痕がある。他の半分には、その逆の方向に走る擦

痕が付されている。石釧模造品と見られる。
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55,有 孔 円 盤

径 4セ ツチの石製円盤であるが、やや惰円形に近い。 2.5セ ンチの間隔を置いて径 0.2セ

ツチの孔が 2箇穿たれている。その他第 1ト レンチ出土のものを合せると同様の有孔円盤破

片 5点 (55～ 59)が発見された。

40.砥 石 破 片

5。6センチ×5.5セ ンチ、厚さ4セ ンチの小形砥石である。三面に使用痕が認められる。

41.砥 石 破 片

5.4セ ンチ×5.2セ ンチ、厚さ1.6セ ンチの小形砥石である。三面に使用痕が認められるが、

表面の一部には深い擦痕も認められる。この砥石は前者と共に元来一箇の砥石として使用さ

れていたが、後二つに割れ、その後も、それぞれ別個の砥石として使用されたものであろう。

42.砥 石 破 片

長さ5セ ンチの砥石小片であるが、これは荒砥であろう。

45.砥     石

長さ16センチ、巾 42センチ、厚さ 1.5センチ位の極度に磨耗した砥石である。表裏面、

側面とも使用してあるが特に表裏面の磨耗は甚しく、使用の限界に達している。先端は尖り、

基部は楕々丸床を帯びている。

44.砥     石

長さ19センテ、巾9セ ンチ、厚さ56セ ンチの比較的大型の砥石である。両側面と表面

の一部に使用痕が認められる。

45～ 47鉄鏃・鉄片・鉄環

大弓に何円された鉄鏃で、基部は約 1セ ンチ位欠損している。銹化甚しいが、ほぼ原形を

とどめている(45)。 又鉄片4点 (46)、 及び鉄環 (47)1点 等が発見されたが、用

途等詳細は不明である。これらのほか長さ5.9センチの棒状鉄製品破片及び 11点の鉄製品

小片が出土したが実体は不明である。

Ⅵ 考      察

本遺跡は駒氷部落の南端に位置し、須恵器・土師器・鉄製品 。砥石・石釧模進品 。有孔円盤

等を出土する竪穴住居跡である。

本遺跡にかけ彩離謝扱び郎 の出土量を比較すると、家感器は僅か7点位に過ぎず、他は

すがて土師器で、しかもその大半が内黒梯式に属している。又本遺跡にかいては不と長胴形の

鉢が併存している。 (衛長胴の鉢の中には口頸部に一条の沈線を囲撓しているものも1～ 2点
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発見された。 )本遺跡出土土器類の特徴を更に追って見ると、口縁部には横位の擦痕が見られ、

肩部から底部へかけては量産のためか、箆状工具で削いだ縦位の擦痕が認められる。これは多

賀城市市,II遺跡出上のものど共通している。又杯につ仏て見るならば、本遺跡にかいては高外

が殆ど姿を消している。器台は、かそらく木製品にかわったのであろうが、とにかく器台付の

ものは全 く発見されない。更に土師器の外も内黒様式に属するものが圧倒的に多い。又本遺跡

にかいては丸底の土師器の甕・ 遠等が姿を消し、大型化した娠慮器に置とかえられている。

これらの点から見て、本遺跡の時期を奈良初期又は中期になで遡らせることには無理がある。

むしろ時期を下降させ、奈良末期 よう平安初期頃に位置ずけるのが妥当と思われる。本遺跡に

かいては底部に張り出しを持ち、底面には木葉文を印した土師器類の出土が意外に多かったが、

これらの特徴も8世紀 より9世紀初碩へかけての東北地方の土師器のデザインであり、流行と

いえるものである。従って本遺跡は奈良末期よう平安初期へかけての蝦夷征伐の最盛期を中′心

に営なれたものであろう。

この住居跡は北壁付近にヵマドを備衆_、 それと相対する位置には貯蔵穴を設け、しかもグラ

ンは方形を示す等この時期にかける竪穴住居のメイプを踏襲している。東壁が最も高 く、東北

壁がこれに次ぎ、西壁が最も低必のは傾斜面という立地条件から見て当然であろうoこの竪穴

住居跡は至 つて小規模である。柱穴を見ても、ここに立てられた柱が果して支柱としての機能

を呆し得たか疑われる程の太さである。この住居の収容能力は2～ 5名位が限界であろう。

辺境にかける奈良末期よう平安初期へかけての庶民住居のタイプが限前に示された感じである。

この集落は、どのような性格を持つものであったろうか。本遺跡出上の土師器を見ると什器

類が多く、いずれも日常生活と密着した生活用具である。それだけ庶民性の濃厚な集落といえ

る。続日本紀の記事によって8世紀末に4・・ける当地方の状態を考えれば、単なる律令農民の集

落跡と見るより、むしろ蝦夷と対峙していた柵戸の村落遺跡と見るの力妥 当であろう。丘陵・

台地と河川を組み合せた自然的好条件は決して彼等の見逃す ものではなかったであろう。鉄鉄

その他武具の一部と思われる多くの鉄製品破片の発見も、本当断が最先端にかける防衛村落で

あることを裏付ける一資料となるであろう。

この住居は果して、どのような終末を迎えたのであろうか。周濤の南西隅付近に焼土が堆積

していたことは、すでに指摘した通りであるが、単にその著陽だけではなく、この竪穴の諸所に

焼土や灰の散乱が見られた。この事実は、この住居が火災によって放棄されたことを物語るも

のであろう。前述の床面中央部に見られた火をかぶった跡も炉跡ではなく焼亡を示すものと見

られる。昭和 41年度の第一次発掘調査の際、本住居跡の床面に相当する部分から多数の上師

器類が発見された。 しかも、それらの大部分は完形品のまな埋蔵されてあた。中には2箇の土
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師器が重なったまなの状態で発見されたものもあった。すなわち重の日の上に底面を打ち抜い

た鉢を載せ、仏かにも甑として使用してある、そのまなの状態で発見されたものもあった。

これらは住居内にかける日常の生活面を、そのなな伝える情景であったかも知れない。火災に

よって突然放棄され、彼等の日常生活の舞台が、そのなな埋没したのであろう。

この遺跡から石釧模造品。有孔円盤・同時期の土師器片等が発見されたことは注目に値する。

殊に石釧は東北においては福島県会津の大塚山古墳の出土例があるだけてある。従ってこれは、

わが国にかける石釧分布の北限を示す ものである。又有孔円盤は第 Iト レンチ発見のものを合

せると計 5点になる。この地には古墳又は何らかの祭万[遺跡があったのであろう。今回の調査

において古墳時代の遺跡そのものは発見されなかったが、両時期の遺跡が重複しているものと

思われる。彫堂古墳時代遺跡と、この地 とは至近距離にある。当時この地が彫堂古墳時代集落

群の末端部に当っていたのであろう。

小牛田町内には土師器 。須意器を出土する遺跡が意外に多い。すなわち土塁と空壕をめぐら

し円面硯 。塑造の仏像等を出土 した山内瞳跡をはじめ、取手付重。乾漆片 。布目瓦等が発見さ

れた西原遺跡、高台付甕 。取手付壺 。墨書土師器等が出土した峯山遺跡、布目瓦
。墨書土師器

等を伴った狐山遺跡、青磁・ 自磁片等の出土を見た小沼遺跡、須慮器・土師器 。本目瓦破片等

が散舌としている化粧坂遺物散布地等がある。遺物の上から見れば一部を除き、すべて奈良～平

安初期へかけての時期に属するから或る時点においては、これらの集落群が指呼の間に併存し

ていたことになる。従って本遺跡も、これら遺跡群の一素としてとらえられる。 3世紀から9

世 紀初 頭へ か け、当地方は予想外の発展を示していたのである。現在、古代にB3hける遠田

郡の範囲を明確に指摘することは出来ないが、少くも同郡中最も活況を呈していたのは、かそ

らくこの地域であったろう。
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第 2表 (第 19図 。第21図 付表 )

出 土 遺 物 トレンチ 層 位 勘
需

備 考

D-1 高  不  破  片 ■
■ Ⅳ 層 上 部 45

D_2 土 師 器 底 部 Ⅳ 層 中 部 52 冨脆恕皇塗♭
D-5 土 師 器 坑 破 片 I 往 居 址 床 面 14

D-4 須 恵 器 鉢 破 片
π
ユ 22

S-1 有 孔 円盤 破 片 I 56

S-2 I 57

S-5 I 58

S-4 石 2‖ Ⅱ Ⅳ 層 上 部 54

S-5 砥 石
Ｔ
エ 40

S-6 Ⅱ 41

S-7 π
ユ 42

S-8 有  孔  円  盤 I Ⅲ 層 55

S-9 砥 石 Ⅱ 住 居 址 床 面 45

S_10 I 44

s_11 有 孔 円 盤 破 片 59
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写  真 ,図  版



小 牛 田 町 航 空 写 真 （ Ｏ は 遺 跡 を 示 す ）

（ 宮 城 県 小 牛 田 町 役 場 提 供 ）
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第 8図 竪 穴 住 居 址 (ポールの先端は耳し方を↓旨す)

第 9図 同    上
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第12図 砥為 出土状態
第13園 同     止
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